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　年中行事「虫送り」は７月 11 日、大石田地区で行われました。この行事は農作物に害のある虫を追い払い、
豊作を祈願するものです。地区の子どもたちが代々継承してきましたが、子どもが少なくなった現在では、他の
地区の子どもたちや保護者の方々も参加しています。地区のさまざまな団体の皆さんが協力し、準備と当日の運
営を行いました。子どもたちが提灯を手に行列を作り、掛け声をかけながら地区内を練り歩き最後に松明や提灯、
虫かごなど行事道具を全て燃やしました。沿道ではこの日を楽しみにしていた地区の方々が見守っていました。
大石田の皆さんが力を合わせて受け継いでいる虫送り、行事を守ることで、地域の連帯感が生まれています。

大石田地区
「虫送り」



福島県大沼郡三島町　みしままち

　三島町は、福島県の西部を流れる只見川沿
いの小さな町です。優良な「会津桐」の産地と
して知られるほか、小正月の行事「サイノカミ」
や、野山の材料で作る「編み組細工」などの伝
統が受け継がれ、「日本で最も美しい村」連合
に加盟しています。

只見川第一鉄橋
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　７月１８日、三島保育所で「夕涼み会」が行われました。朝から雨が降り
続いていましたが、みんなの願いが叶い、予定通り所庭で開催することがで
きました。保護者の方々の協力により、竹を使った本格的な「流しそうめん」
を行い、子どもたちは大喜び！今か今かと流れてくるのを待ちます。そうめ
んをすくうことに夢中になり、食べることも忘れてしまう子もいました。その
他にもバーベキューなど堪能した後、火の神の登場でキャンプファイヤーを
行い、燃える炎を囲み踊り、最後に花火を行いました。午後６時からの２時間、
浴衣姿の子どもたちの笑い声が保育所に響き渡り、夏の思い出として、心に
残ってくれたと思います。
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㊟住民基本台帳による数値です。増減は前
月との比較、出生・死亡・転入・転出は前
月 1 カ月間に届出のあった人数です。

町の人口と世帯
7 月 1日現在

人口 1,783 -12 出生 1
男 866 -2 死亡 4
女 917 -10 転入 2

世帯 799 -5 転出 11
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み し ま の 出 来 事
TownNews

県立宮下病院等後援会総会
　県立宮下病院等後援会総会は 7 月 9 日、町民セン
ターで行われ、約 30 人が出席しました。議事では、
平成 26 年度事業報告・収支決算と平成 27 年度事業
計画・収支予算が承認されました。総会後、県立宮
下病院内科医長小山大輔先生による「貧血と診断さ
れたら」と題した健康講演会が開かれました。

各地区で花植え作業
　町内の国県道沿いの花植え作業は、6 月 26 日から 27 日
にかけて行われました。町交通安全母の会や各地区のボラ
ンティアの皆さんが、県から配布されたマリーゴールドや
サルビア、ベコニアなどの苗を植えました。この花植えは
県のフラワーロード事業による委託を受けて毎年実施され
ているものです。

三島保育所で七夕飾り作り

　7 月の「社会を明るくする運動」強調月間に合わせ、
同運動町推進委員会は 7 月 10 日、町内の啓発パレード・
小中学校訪問活動を行いました。推進委員 10 人が参加
し、町民センター前で出発式を行った後、啓発放送を行
いながら町内を巡回。「一人一人が悪いことをしないよ
うに、地域の子ども・若者たちが非行に走ることのない
ように、明るく健康な生活を手助けできるよう、皆さん
のご理解ご協力をお願いします」と呼び掛けました。

「社会を明るくする運動」啓発パレード・
小中学校訪問

　三島保育所で 7 月 7 日、子どもたちが七夕飾りを作りま
した。ワンダークラブの子どもたちも参加し、願いごとを
書いた短冊を竹につけました。願い事には将来の夢や、「跳
び箱が跳べますように」といった、願いが込められていま
した。おりひめとひこぼしは無事天の川を渡り、出会えた
ようです。子どもたちの願いもきっとかなうでしょう。

　滝谷地区の若者たちが一致団結し、8 月 13 日に開催
される「滝谷お盆櫓踊り」に向けて祭囃子の練習に励
んでいます。昨年までは秋の豊年踊りで行われていま
したが、今年は、「滝谷祭り実行委員会」を立ち上げ、
お盆に帰省する方にも楽しく参加していただきたい想
いと、宝くじ助成事業で祭り用備品整備が採択になっ
たことにより、お披露目も含めた形で開催されます。

滝谷の若げぇてーが団結

　車いすに「けん引バー」を取付け、人力車のように前
輪を浮かせて引くことができる、「けん引式車いす補助
装置」の寄贈が大和ハウス工業 ( 株 ) 渡辺靖彦福島支社
長からあり、７月１４日、受納式が行われました。車い
すは後ろから押して移動するので、坂道等は力を入れな
ければなりませんが、この装置を使うことにより、少な
い力で動かせることができます。

けん引式車いす補助装置寄附受納式

　夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動の街頭キャン
ペーンは 7 月 30 日、川井地区の国道 252 号沿いで行わ
れました。町交通対策協議会、町交通安全協会、町交
通安全母の会、会津坂下警察署などが参加し、通行す
るドライバーに、交通安全を呼びかける記念品を配りま
した。期間中だけの交通安全ではなく、いつも安全運転
をお願いします。

夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動

　７月２３日、第６５回「社会を明るくする運動」両沼地区
研究集会が交流センター山びこで、両沼６町村の保護司会・
更生保護女性の会の関係者が集まり、開催されました。本
研究集会は「地域住民の理解と協力により、犯罪・非行を
防止し、罪を犯した人や非行に陥った少年の更正を支える」
を目的としています。講演は２部構成により、西方西隆寺
住職遠藤弘佳氏による「発達障害と避行」と、三島町文化
財専門委員長角田伊一氏による「三島町の年中行事と地域、
青少年との繋がり」が、それぞれ行われました。

「社会を明るくする運動」両沼地区研究集会
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町民記者通信
文・写真　町民記者　角田伊一さん（川井）全国から延べ四百人のマニアが来訪

文・写真　町民記者　五十嵐信一さん（早戸）夏バテ予防に焼き肉を食べよう

文・写真　町民記者　菅家　壽一さん（間方）「木」の大学講座行われる間方地区
　６月２７日・２８日の両日、山と木の集い実行委員会の主催
による、「木」の大学講座 ( 樹木と人間・動物とのかかわり ) が
行われました。県内外から、「木」に感心のある方々約３０名が
参加し、１日目は、山びこにおいて座学、２日目は、間方地区
の大辺山山麓において、フィールドワークが行われ、「ブナ平」
及び「かしゃ猫トレッキングロード」を案内しました。大辺山
国有林内は、ブナ・トチ・サワグルミ・ハリギリ・ミズメ・ダ
ケカンバ・イタヤカエデ・ホオノキ・キハダ等の巨木、コシア
ブラ・オヒョウ・ハウチワカエデ・ハクウンボク・ミズキ等の
中高木、アブラチャン・ウリハダカエデ・エゾユズリハ・オオ
バクロモジ等の中低木の宝庫です。また、講師の方からは、野
鳥の生息が豊かであるとのことでした。間方地区活性化事業「美
女帰の里まがた」では、地区活性化のため、全シーズンを通し
て地区内の森林や歴史街道美女峠等の案内要請を受け入れてい
ます。

文・写真　町民記者　板橋　博さん（滝原）「川霧桜遊歩道の草刈り」早戸・滝原地区
　６月２１日、午前６時より早戸温泉つるの湯沿い
の遊歩道の草刈り作業を、早戸・滝原地区合同のボ
ランティア総勢１８名で行いました。作業時間は１
時間程度でありましたが、効率よく広範囲の草刈り
ができ、大変綺麗になりました。今後も皆さんのご
協力を頂き、良い景観づくりに努めていければと思
います。

文・写真　町民記者　五十嵐公男さん（名入）
和気あいあい「サロンないり（名入） 
 あったかサロン（浅岐）合同社会見学」

　7 月 9 日、あったかサロン（浅岐地区 13 名）と、サロ
ンないり（名入地区 7 名）の皆様による合同社会見学会
が行われました。会津西方駅、午前 8 時に合流した後、
一路 SOWA 美術館（トリックアート美術館）へと向か
いました。この美術館は、遠近法を駆使して、平面の作
品を立体的に描く技法を用いており、先入観と視覚効果
で、皆さん騙されながらも感動しておりました。その後、
寺泊で食事した後、金物で有名な燕三条のアウトレット
ショップ「ストックバスターズ」、新津フラワーランドと
見学しましたが、帰りのバスの中は、大きな買い物袋が
あちこちに。「あったかサロン」の皆様、あっという間の
一日でしたが大変お世話になりました。 掲載の写真は、SOWA 美術館入口の階段ではなく、外壁に

描かれた二次元（平面）の絵です

文・写真　町民記者　菅家　敏一さん（高清水）「高清水・小山健康を守る会」の研修旅行
　６月２８日、総勢１７名で熱塩温泉に出かけました。
第１部では芝居と歌謡の出し物を２時間ほど堪能しまし
たが、特に芝居は涙を誘い皆が本当によかったと満足
してくれました。年代も高くなりましたが、第２部の宴
会では日頃の疲れを吹き飛ばそうと、それぞれに持ち
歌を元気一杯に発表し、唄う姿や声は年齢を感じさせ
ません。大変な盛り上がりで、時間が足りないほどでし
たが再会を約束し帰路につきました。

　三島町は国内でも数少ない珍チョウ、「キマダラルリツバメ」
の豊産地といわれ、可憐で美しいその生態写真を撮影するため
に、今年も６月中旬から７月上旬の発生期に、遠くは神戸、名
古屋、福井、北海道旭川など全国から愛好者、研究家、プロカ
メラマンなど延べ 4 百人あまりが訪れ、その神秘的な生態と美
しさに堪能してお帰りになられました。生息地で保護活動や、
観察会を行っている只見川自然誌研究会では、来年は来訪者の
撮影した自慢の写真を町民にも披露してもらう写真展や撮影会
なども計画しており、町の誇るべき天然記念物の啓蒙につとめ
たいと話しています。

文・写真　町民記者　小島　純さん（宮下）プール壁画プロジェクト作業

　7 月 18 日、午後 4 時から、早戸生活改善センターで、焼き
肉を食べる会がありました。早戸地区内で地区のひと達が集
まってバーベキューをすることは珍しく、直ぐに近くのひと達
が集まりました。この会は、同地区の高枝佳男さんと五十嵐登
美雄さんの、路上での立ち話から始まりました。2 人が主に、
食材の買い出しを行ない、バーベキュー用の器具を用意しまし
た。食材の費用は、参加人数で等分に割ることにしました。同
地区に来年から定住予定の橋本光五郎さんご家族も参加しまし
た。調子が悪くて何年も使用していない生活改善センターのカ
ラオケ機材を、橋本さんがその場で調整し音楽を流すと、歌を
歌うひとまで出てきました。急に決まった会なので、今回は居
平地区だけでしたが、「これからも、気兼ねすることなく気軽
に集まれたらいいね」と参加者みんなが話していました。

　７月１３日、三島小学校６年生の児童がプール壁
画の作成を行いました。今回５年生は田んぼの学校
と重なり、６年生のみとなりました。半澤政人先生
の指導や宮下地区の皆さんの協力のもと、壁画作成
に汗を流しました。最後に、完成した壁画の前で６
年生全員で記念写真をとりました。
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Book Review町民センター図書コーナー ゆめぽけっと
◦利用時間 ㊊～ ㊏ 9：00～21：00 ㊐㊗ 9：00～17：00　◦お休み 年末年始

マザリンの
宝石事件
コナン・ドイル　作
岩崎書店

　体調が悪いときに何を食べたらよいか、
食べ物によってどんな効能があるのかな
ど、食材のすごい力が分かります。

オリジナルアルバムと
かわいいカード
片柳頼子　監修
緑書房

　親子で作るアルバムやカードの作品集。
材料や作り方が分かりやすく掲載されてい
ます。親子や友達の思い出づくりに役立つ
一冊です。

食材＆食べ合わせ
まるわかりBOOK
小池澄子　監修
メイツ出版

　ホームズは総理大臣から、盗まれた王室
のダイヤモンド「マザリンの宝石」を取り
戻してほしいと依頼された。シルビアス伯
爵が犯人なのだが―。
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３
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も
の
と
し
て
は
、
国
指

定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
三
島
の
サ
イ
ノ
カ
ミ
」
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に

も
多
く
の
文
化
財
が
身
近
な

場
所
に
あ
り
、
そ
の
一
つ
一

つ
が
地
域
の
歴
史
を
物
語
る

宝
物
で
す
。

町指定天然記念物「大石田のおなかなし」

◉
三
島
中
生
徒
が
佐
藤
朋
義

さ
ん
の
絵
画
展
を
見
学

　　

三
島
中
の
生
徒
た
ち
は
、

交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
で
開

催
さ
れ
た
佐
藤
朋
義
さ
ん

（
宮
下
）
の
「
日
本
画
と
切

り
絵
展
」を
見
学
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
か
ら
、
絵
の
技
法

や
作
品
に
込
め
た
思
い
に
つ

い
て
聞
き
ま
し
た
。

　

交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
で

は
、
町
民
や
町
に
縁
の
あ
る

方
の
作
品
展
を
開
催
し
て
き

て
お
り
、
９
月
に
は
齋
藤
茂

樹
さ
ん
（
宮
下
）
の
写
真
展

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

佐藤朋義さんの話を聞く中学生たち

◉
夏
休
み
特
別
教
室
「
紙

コ
ッ
プ
の
風
車
作
り
」

　

公
民
館
の
夏
休
み
特
別
教

室
は
７
月
29
日
に
行
わ
れ
、

小
学
生
12
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
二
瓶
厚
さ
ん
（
名
入
）

に
習
い
、
紙
コ
ッ
プ
の
風
車

を
作
り
ま
し
た
。
紙
コ
ッ
プ

に
切
り
込
み
を
入
れ
、
空
気

が
入
る
よ
う
に
細
工
し
ま
し

た
。
風
を
送
る
と
く
る
く
る

と
回
り
、
子
ど
も
た
ち
は
風

の
力
の
面
白
さ
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

二瓶厚さんに習い風車を作る子どもたち

問
三
島
町
公
民
館

☎
（
48
）
５
５
９
９

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
で
優
勝

テ
ニ
ス
競
技
で
3
位

両沼大会で優勝した三島パープルレディースの皆さん

　

第
68
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会
県
民
ス
ポ
ー
ツ
会
津
地
域
大
会
は
８
月
2
日
、
会

津
坂
下
町
と
柳
津
町
で
開
催
さ
れ
、
当
町
は
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
競
技
で

両
沼
大
会
を
勝
ち
上
が
っ
て
の
出
場
。
こ
の
う
ち
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
出
場
し
た

三
島
パ
ー
プ
ル
レ
デ
ィ
ー
ス
は
、会
津
若
松
市
の
「
日
新
」
と
の
決
勝
戦
で
フ
ル
セ
ッ

ト
の
激
戦
の
末
、
惜
し
く
も
敗
れ
、
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

テ
ニ
ス
（
団
体
戦
）
で
は
、各
方
部
の
代
表
5
チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、

三
島
チ
ー
ム
が
3
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

第
68
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会

県
民
ス
ポ
ー
ツ
両
沼
大
会
は
７
月

5
日
、
柳
津
町
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
㈶
福
島
県
体
育
協
会
・
県
教

育
委
員
会
と
、
両
沼
地
区
体
育
協

会
連
合
会
・
両
沼
地
区
教
育
委
員

会
連
絡
協
議
会
な
ど
の
主
催
。
６

種
目
の
競
技
に
７
町
村
か
ら
45

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

当
町
か
ら
は
、
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

テ
ニ
ス
の
3
種
目
に
出
場
し
、

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
優
勝
、

テ
ニ
ス
が
3
位
と
な
り
、
会
津

大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
ま

た
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
惜

し
く
も
初
戦
で
敗
退
と
な
り
ま

し
た
。

◎
両
沼
大
会 

3 位に貢献した菅家美紀さん（間方）・
本名弘美さん（中平）ペア

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
で
準
優
勝

テ
ニ
ス
競
技
で
3
位

◎
会
津
大
会 

力投する飯塚英人さん（西方）と
守る三島ナイン

順当に勝ち上がったが、決勝では、日新（会津若松市）に惜しくも敗れ
準優勝となった。

3 位に貢献した佐久間裕美さん・若林裕美さん（いづ
れも中平）ペア

板橋康宏さん（中平）の
強烈なサーブ
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む
が
し　

あ
っ
た
ぁ
ど
ぉ
。
じ
い
様
ど
ば
あ
様
や
っ
た
ど
ぉ
。
じ
い
様
は
す
ず
め　

め
っ

け
で
来
て
め
ご
が
っ
て
や
っ
た
ど
。

　

あ
る
時　

ば
あ
様
洗
濯
し
て
布
張
り
し
ん
べ
ど
し
て
、
の
り
こ
し
ゃ
っ
て
糊
つ
け
つ
け

板
張
り
し
て
だ
ど
。
し
た
ら
、
す
ず
め
が
ペ
チ
ャ
ペ
チ
ャ
糊
な
め
で
し
ょ
う
ね
ぇ
だ
ど
。

「
こ
の
野
郎
め
ぇ　

大
事
な
糊　

あ
ら
が
だ
な
め
っ
ち
ま
っ
て
～
」
ち
ゅ
う
ど　

す
ず
め
の

舌
切
っ
て
お
っ
放
し
た
ど
。
じ
い
様
山
が
ら
も
ど
っ
て

「
何
だ
ど
ま
ぁ
～
む
ぞ
う
せ
ぇ
事
し
て
ぇ
、
な
ん
ぼ
う
切
な
が
っ
た
べ
ぇ
」
ち
ゅ
う
ど

す
ず
め
さ
が
し
に
出
掛
け
だ
ど
。
あ
っ
ち
こ
っ
ち
さ
が
し
て
だ
ら
、
川
で
馬
洗
っ
て
る
人

い
だ
ど
。

「
馬
洗
い
さ
ん　

馬
洗
い
さ
ん　

こ
っ
ち
さ
す
ず
め
来
な
が
っ
た
が
よ
？
」
っ
た
ら

「
こ
の　

洗
い
水
三
杯
の
ん
だ
ら　

教
え
ま
す
べ
ぇ
」
つ
う
ご
ん
で　

三
杯
の
ん
だ
ど

「
川
上
の
方
さ　

行
っ
た
わ
ぁ
」
ず
ー
っ
と
行
っ
て
み
だ
ら　

木
切
り
し
て
る
人
い
た
だ
ど

「
樵
さ
ん　

樵
さ
ん　

こ
の
辺　

す
ず
め
通
ん
ね
が
っ
た
べ
が
？
」
っ
た
ら

「
こ
の
や
ぶ　

く
ぐ
っ
て　

あ
っ
ち
の
方
さ
行
っ
て
み
ら
っ
せ
」
っ
て
教
え
ら
っ
ち
ぇ　

や

ぶ
く
ぐ
っ
て
っ
た
ら

「
つ
ん　

つ
ん　

つ
ん　

つ
ん
」
音
す
ん
だ
ど
。
見
っ
と　

あ
の
す
ず
め
も
他
の
す
ず
め
も

い
っ
ぺ
ぇ　

い
た
だ
ど
ぉ

「
じ
い
様　

よ
ぐ
来
た
な
ぁ
。　

お
れ
が
悪
か
っ
た
ぁ
。　

ば
あ
様
の
糊
な
め
っ
ち
ま
っ
た
」

　

そ
う
言
う
ど
じ
い
様
さ
、
山
の
よ
う
な
ご
っ
つ
ぉ
し
て
く
っ
ち
ぇ

「
土
産
は
ど
っ
ち
が
良
い
？
」
な
ん
て　

で
っ
か
い
箱
ど
ち
っ
ち
ゃ
い
箱
見
せ
だ
ど

「
お
ら
ぁ　

年
寄
っ
た
が
ら　

軽
い
が
な
良
い
な
ぁ
」
っ
た
ら
、
す
ず
め
は
ち
っ
ち
ゃ
い
箱

さ
軽
い
礼
な
っ　

ま
ぁ　

お
金
だ
な
。　

い
っ
ぺ
ぇ
入
っ
ち
ぇ
く
っ
ち
ゃ
ど
。

　

じ
い
様　

家
さ
も
ど
っ
て
し
ゃ
べ
っ
た
ら
、
ば
あ
様
好
ま
し
が
っ
て

「
そ
ん
じ
ゃ
ら　

お
れ
も　

行
っ
て
み
べ
ぇ
」
出
掛
げ
で
っ
て

「
す
ず
め　

す
ず
め　

お
れ
は　

ま
ぁ
だ
若
ぇ
が
ら
、
重
い
が
な
良
い
な
ぁ
」
っ
た
ど

「
は
い　

は
い　

こ
れ
持
っ
て
が
っ
し
ぇ
」

民
話

第
53
話

舌
切
り
す
ず
め

元
話　
　
　

杉　

本　

ミ
ツ
エ
さ
ん
（
桧
原
）

再
話　
　
　

五
十
嵐　

七　

重
さ
ん
（
西
方
）

背
負
わ
さ
っ
ち
ゃ
が
な　

重
だ
く
て　

重
だ
く
て　

途
中
で
お
ろ
し
て
み
だ
ら
ば
、
瀬
戸
っ

か
げ
ら
や　

ゴ
ミ
や
ら
、
お
っ
か
ね
ぇ
が
な
な
ん
ぞ　

い
っ
ぺ
ぇ
ヤ
キ
ヤ
キ
出
て
き
て
、

ば
あ
様
は
、
や
っ
と
ご
す
っ
と
ご
逃
げ
て
き
た
だ
ど
ぉ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ざ
っ
と
昔　

さ
げ
ぇ
ま
し
た

ほ  

め  

言  

葉

め
で
た
い　

た
い
づ
く
し
久
保
田　

政　

信
さ
ん
（
間
方
）

◎　

め
で
た
い　

め
で
た
い　

お
ん
め
で
た
い

　
　

た
い
た
い
づ
く
し
で　

ほ
め
ま
し
ょ
う

　
　

お
子
ど
も
衆
の　

そ
の
た
い
は

　
　

飲
み
た
い　

食
い
た
い　

遊
び
た
い

　
　

お
若
い
衆
の　

そ
の
た
い
は

　
　

見
た
い　

会
い
た
い　

し
て
み
た
い

　
　

こ
の
家
の
主
の　

そ
の
た
い
は

　
　

夫
婦
な
か
よ
く　

や
ら
せ
た
い

大
黒
様
の
数
え
う
た

阿　

部　

マ
サ
エ
さ
ん
（
桧
原
）

◎　

大
黒
様
と
い
う
神
は　
　

　
　

一
に　

俵
を　

ふ
ん
ま
え
て

　
　

二
に　

に
っ
こ
り　

わ
～
ら
っ
て

　
　

三
に　

盃　

手
を
と
り
て

　
　

四
つ　

世
の
中　

良
い
よ
う
に

　
　

五
つ　

い
つ
で
も
良
い
よ
う
に

　
　

六
つ
は　

無
病
息
災
に　

　
　

七
つ　

何
事
も
な
い
よ
う
に

　
　

八
つ　

屋
敷
を
平
ら
め
て

　
　

九
つ　

お
蔵
を　

お
っ
た
て
て

　
　

十
に　

と
っ
く
り　

納
ま
っ
た

小平　和広　様（西方）

ご寄附
ありがとうございました
町社会福祉協議会へのご寄附
（ご遺志によるもの）

一般のご寄附
三島町グラウンドゴルフ倶楽部　様

地域ふれあいサロン
浅岐あったかサロン

8 月 11 日㊋　10：00～ 浅岐集会所

㉄町社会福祉協議会 ☎（52）3344

角田　一郎　様（早戸）

　

こ
の
職
に
就
か
せ
て
頂
き
、
２
个
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
各
種
団
体
の
総
会
や
ら
陳
情
や
ら
会

議
等
々
で
町
内
に
い
る
時
間
が
少
な
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
時
間
を
見
つ
け
、
三

谷
方
面
や
ら
西
方
方
面
に
出
か
け
田
ん
ぼ
の
生

育
状
況
を
見
た
り
、
林
道
や
町
道
の
路
面
状
況

を
視
察
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
時

間
を
見
つ
け
町
内
を
歩
き
回
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ど
こ
か
で
私
を
見
た
ら
声
を
お
か
け

く
だ
さ
い
。

　
「
地
方
創
生
計
画
」
や
「
町
振
興
計
画
」
の
樹

立
の
年
度
で
あ
り
ま
す
。
座
談
会
等
で
、
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
ま
た
、

声
な
き
声
を
感
受
し
な
が
ら
、
実
現
可
能
な
政

策
形
成
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
、
お
盆
で
す
三
島
町
も
普
段
の
３

倍
程
の
人
口
に
な
り
、「
大
勢
の
帰
省
者
」
で
賑

い
ま
す
。
帰
省
者
の
心
の
風
景
は
、
常
に
三
島

町
で
す
。
こ
の
風
景
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
先

人
の
残
し
た
町
づ
く
り
を
基
本
と
し
て
、
桐
に

桐
の
文
化
を
継
い
で
い
く
町
政
の
展
開
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

町
長
日
記

～
不
易
流
行
～

№ 1

　

本
年
4
月
1
日
よ
り
、
宮
下
病
院
に
赴
任
し
外

科
外
来
の
診
療
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
け
が
、
打

ち
身
、
ね
ん
ざ
、
や
け
ど
な
ど
の
外
傷
、
で
き
も
の
、

腫
れ
も
の
な
ど
の
体
表
の
疾
患
、
鼠
径
（
そ
け
い
）

ヘ
ル
ニ
ア
や
肛
門
疾
患
な
ど
を
主
に
診
察
し
て
い
ま

す
。
外
傷
は
も
ち
ろ
ん
、
外
科
で
診
察
を
受
け
た

い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
で
も
結
構
で
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
と
こ
ろ

で
、
こ
の
3
カ
月
間
で
転
倒
に
よ
る
外
傷
の
方
が

数
名
受
診
し
て
い
ま
す
が
、
65
歳
以
上
の
日
本
人

の
約
3
分
の
1
の
人
が
、
1
年
間
に
一
度
は
転
倒
す

る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
転
倒
し
て
骨
折

す
る
と
、
再
び
転
ぶ
こ
と
を
恐
れ
て
そ
の
後
の
日
常

動
作
能
力
が
低
下
す
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
が

寝
た
き
り
や
痴
呆
の
誘
因
に
も
な
り
ま
す
。
転
倒

し
や
す
い
場
所
は
屋
内
で
は
居
間
が
一
番
多
く
、
敷

居
や
わ
ず
か
な
段
差
に
つ
ま
ず
い
た
り
、
じ
ゅ
う
た

ん
や
座
布
団
、
ス
リ
ッ
パ
に
足
を
滑
ら
せ
た
り
し
て

転
倒
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
段
差
を
な
く

す
工
夫
を
し
た
り
、
段
差
の
あ
る
と
こ
ろ
は
明
る
く

し
た
り
す
る
な
ど
の
家
庭
内
環
境
を
整
え
、
ま
た

散
歩
な
ど
を
し
て
足
腰
を
鍛
え
て
転
倒
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

診
療
日
誌

宮
下
病
院
長　

浅
野　

宏
　

７
月
よ
り
役
場
町
民

課
で
勤
務
し
て
い
ま
す
管

理
栄
養
士
の
長
谷
川
円
で

す
。
会
津
美
里
町
出
身
で
、

大
阪
の
専
門
学
校
へ
２
年

間
通
い
、
卒
業
後
は
東
京

で
働
い
て
い
ま
し
た
。
小

さ
い
頃
に
間
方
地
区
に
住

ん
で
い
た
祖
母
の
所
へ
遊

び
に
行
き
ま
し
た
が
、
三

島
の
こ
と
は
知
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
な
の
で
、
学
び

な
が
ら
町
民
の
皆
さ
ん
と

交
流
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
元
気
で
過
ご
せ

る
よ
う
お
手
伝
い
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。　

役
場
町
民
課
勤
務

　
管
理
栄
養
士

長
谷
川
　
円

︵
は
せ
が
わ
　
ま
ど
か
︶

ご寄附
ありがとうございました
ふるさと納税（町へのご寄附）
栗城　嘉昭　様（会津若松市） ▶町県民税（普通徴収）

　第2期
▶後期高齢者保険料（普通徴収）
　第1期

忘れずに納付ください。
役場 町民課

8 月の納税
納期限 8月31日
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（
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）
平

成
27

年
8

月
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日
発
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（

毎
月

第
1

金
曜

日
発

行
）

　

第
5
回
「
撮
」
っ
て
お
き
の
み
し
ま
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

審
査
が
7
月
7
日
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
で
行
わ
れ
、
三
島
町

長
賞
な
ど
入
賞
作
品
５
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
は

59
人
か
ら

128
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
は
全
て
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
で
展
示
し
ま
す
の

で
「
と
っ
て
お
き
の
三
島
町
」
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
来
場
者
投
票
に
て
決
定
す
る
「
特
別
賞
」
は
、
８
月
下

旬
頃
発
表
し
ま
す
。皆
様
も
ぜ
ひ
来
場
者
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

問
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ　

☎
（
52
）
２
１
６
５

【三島町長賞】　「田植えのころ」　美濃部　有 さん（千葉県）

【三島町教育委員会教育長賞】
「たんぼあそび」

館　美里 さん（三島町）

【写団道奥 21 会長賞】
「虹」

鹿犱　毅 さん（三島町）

【交流センター山びこ賞】
「山里に咲く」

木島　厚 さん（埼玉県） 【交流センター山びこ賞】
「Sunrise」

志賀　薫 さん（三島町）

「
撮
」っ
て
お
き
の
み
し
ま
町

第
5
回

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品

7
月
18
日
㊏
～
8
月
23
日
㊐
ま
で

応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
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